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　本稿では，篠轟曝の幼稚羅の保膏義容に幾する講登を遜じて，騒としての保育内容グ）力点の置き

方や，幼権露教麟の音楽観・教材観・捲導法・音楽環境について，検討を行った。まず，露として

の保膏鶴容の力点の置き方は，公立幼鬱鬱と私立幼稚灘の檬に違いがみられ，私立の方が複数の鎮

駿にカを入れて，麟の鷲魚を患そうとしていることが示駿された。次に，膏楽観については，幼児

の興練を重視する場合と，幼莞にとってよ》と大入が思うものを与える場合とがあ琴，それが教誘

を選摂する隆に大きく影響している。、また，教材選探の基準としては，季簸・鴛事・時難に合うか

どうかも重視されていた。揚導法については，幼稚園ではピアノ等の鍵盤楽器の使繕潜葬常に多い

が，幼児との溺わ弩の藏で酸鼻を考霞すべきであろう。最後に，音楽羅境については，幼箆が白露

に使えるテープレコーダーを備えているかを講蒼し，幼驚の遊びとの開運についてさらに綾討を蕊

える必要性を指擁した。

〔キーワ一縷保育内容，音楽観．教秘観，捲導法，幼稚騒教締

夏　は　じ　め　に

　本稿婁ま，喜憲稿i！に弓1き続き平1∫或§奪㍊こ孝テつた編高察

の幼稚蟹の実態調査のうち，保育内容に離する項§に

ついて結果報霧するものである。調査の§麟等は蕪稿

に違べた遠写であるが，繰膏内容の調査の意穰につい

てここで違べておきたい。

　軒幼稚麟教育要領藩は幼稚騒の繰膏海容を5つの頷

蟻から零しているが，各園によって縫々の内容や構成

の仕方はさまざまである。そこで今暴1ま，羅全体の方

舞として力点1が選かれている内容と，麩の音楽環境お

よび各クラスの音楽活勇に関わって質翼を作成し，こ

の点に譲って保育内容の実懇を聡らかにすることを意

図した。

　幼稚懸の欝生活の中で，棄楽か流れている時鶴の右

める離合はかな離大きい。幼箆が敬った鞍演奏した舞

審楽に合わせて聾いた琴といった，保育内容に甕結す

る音楽は言うまでもなく，それ嫉タ慧こも董3GMとして

さまざまな場面で音楽が綾羅されている。さらに幼稚

麟こおける教材選撰は．教科書のある小・串学校とは

異な弩，すべて醒または保育者の裁量に任されてい

る。これらの麟はどのような音楽観のもとに選択され

るのだろうか。

　わが国には地響に比べ，膨大な数の大人が作った子

どものための音楽がある。戦後のヂ子どもの歌涯運動

は，子どもの歌に高い警衛牲を求め，「よい敷詞をよい

メ鷺ディーで」という運念で展露された。そして多く

の名麟がラジオやテレビを通ごて量に広められた。し

かし謄難隼，畏敬テレビの幼児海けバラエティー番癒

で敏綾された捧操炉幼発の人気をさらったのを難に，

この運動は終わむを告げた。この体操はビートのきい

た音楽に，大人の流行歌を真徴した「あてぶ瞬をつ

けたものであった麿これを境に，大人が幼児のために

作る音楽の繧晦が変わったといっても選言ではない。

その結果，歌詞やメロディーの優劣を商うよりも，リ

ズムセクションが前薩に串た，体の動きをさそうよう

な慈が多く作られるようになった。これは作警手の視

点が，「子どもにこそ良いものをまという沓楽観から

縁ずは子どもの興味をひくものを董という音楽観に

移った結果とも言える。今醗の調査では，こうした筏

煮を考縷しつつ，懸や保畜者の音楽観や教紡の選択に

ついて分観していきたい。

　次に音楽捲導についてであるが，先生がピアノの葱

に痙って伴奏を弾き，子どもたちがそれに合わせて歌

っているといった捲導形態は，幼稚霧ばかむではな

く，小学校の音楽の授業においても一般的に持たれて

いるイメージである。しかし保育環場で使驚される鍵

盤楽器．とりわけピアノに対する撰：覇の声はかな鞍以

繭からあがっている。その理癒は主にピアノという楽

器の形態に起馨するのだが，演奏中の｛呆育者が幼箆と

震iわれない，あるい1ま聡わ鞍が希薄になることがあげ

られる。そしてピアノヘの撹準彗は，ひいては教員養成
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機蜀での音楽カリキュラムヘの撹季彗にもなっている。

　こうした撹醤を背1景にして，従来，幼稚園の先生は

ピアノが弾けることが必須条件のように言われていた

状溌は変わ1）つつある。また講ビ鍵盤楽器でも，舞講

法によってはアナログ楽器であるピアノよりも編広く

応需できる，デジタル楽器（シンセサイザーに代表さ

れるような）の麗発製作も進んでいる。さらに，前遠

した新しい欝楽観によって作られた麟は，その特長と

なるリズムをピアノだけで表現しようとするならば，

高度な演奏妓籍が要求される。このような懸を詣導す

る際には，保育者は録音テープやCDなどを季擁する

必要が生じるであろう。今籔の調査は以上のようなこ

とを考露して，ピアノやテープの使耀を窮酵βに音楽

指導の実態を瞬らかにしょうとした。

　最後に，幼児の遊びの中に膏薬がどのように購いら

れているかという開題がある。遊びにおける音楽活動

としてさまざまな活動が予想できるのだが，今響は幼

鷹が自分で音楽を選んで活躍できる機会の有無という

視点から調査した。また蕪稿で絹らかになったよう

に，福島察の幼稚霞はほとんどが，露出形態と一斉形

態の保育の両方を藁青して行っている。そこで一斉形

態で鴛われた音楽活動が，幼児の遊びの中にどのよう

に現れるかなどの点も考露して分析を鴛いたい。

亘　方

里　講　査　内　蓉

1讐園　長　罵

｛暴育磯容に聴する項嚢

法

　探査内容の重点，知育のためのワークブックの使驚

状溌，園金棒での音楽の綾絹状溌の3項§から成る。

保欝内容の重点については，瞬で，特に力を入れてい

る領域」を，以下の選撮駿の中から，あてはまるもの

すべてに○をつけてもらった。選択肢は，F難欝（文

字・漢字・数など擁，「英語諜，「健康・運動墜，「美術

（絵露’造形など樽，「音楽（鼓笛・ピアノ・リトミッ

ク・膏感教奮など樽，「その飽」，ヂ特になし雄の7つで

あった。

　麟全鉢での音楽の綾絹献濁については，一斉の音楽

放送の有無，歓送する時間帯，選麟の視点，使濡する

麟名を挙げてもらった。なお，放送する時翼帯につい

ては，ド登璽時達，「自由遊びの醐，「片づけの鋳ま，「昼

食鋳」，新羅璽時淫．「その飽涯の6つの選議肢の中か

ら，あてはまるものすべてに○をつけてもらった。

　｛2）クラス握荘罵

　｛呆膏の内容に臠する項欝

　今藏の講査では音楽活動に限定し，保育者の音楽

観．教材観，捲導法，音楽環境を尋ねた。保育者の音

楽観については，音楽活動に対する様々な考え方（慧

項馨，以下に示す）を，「非常にそう思う」，「そう患

博97一嘩2

う曇，「あま畢）そう患わな》弓，新まったくそう思わな

いまの嬉段繕で保畜者に評定してもらった。

　教材の選撰については，実藻に子どもが好んだ膏薬

活動や，教樗の選蝦基準，新しい教材の探し方につい

て舞答を求めた。また，指導法については，鍵盤楽器

を中心とした馨奏の状溌や，鷲楽テープやC　Pの旋灘

状溌について尋ねた。音楽環境については，子どもが

自密に捜えるレコーダーやテープの有無と．それに対

する保欝者の考え方を記入してもらった。

　保育考の音楽観

①　あま琴妓籍的なことにこだわらずに，子どもが楽

　しめればよい。

②麟の譲子やリズムを曝けることに両けて指導した

　方がよい。

⑧　正しい音程やリズムで歌えるように捲導した方が

　よい。

④子どもがのってこない霞1は教材からはずした方が

　よい。

⑤　子どもが好きなアニメの懸などは遊びの場露で積

　極約に取鞍入れた方がよい。

⑥　音楽には教奮上好ましい臨と好ましくない麟があ

　るので，選訳する必要がある。

⑦アニメなどのヒットソングよ弩，できるだけクラ

　シックを鷺かせた方がよい。

⑧わらべうたなど伝統的な遊びを積極的に取弩入れ

　た方がよい。

⑨　テレビなどで繕1介される新しい藤を積極的に取尋

　入れた董楽活勇を春う方がよい。

⑭　長く歌いつ炉れた麟の中にはよい歌がたくさんあ

　るので，子どもが好きだからといって新しい麟を取

　弩入れることはない。

＠教編炉指導することによって，幼児は春楽を楽し

　めなくなるので指導しない方がよい。

⑫教鯨がことばによって捲示を鐵すのではなく，音

　楽を流すことによって，生活の流れ（片づけ・昼食

　など／を馨る方がよレ㌔

⑬　臨の選蟹基準の主たる藻分は，子どもが好きかど

　うかにおいた方がよい。

⑭　ピアノなどの鍵盤楽器は，音楽活動を行う上で縫

　対1こ必要である。

2　調　査麟　象

　福島察の公立幼稚欝2韓園および私立幼稚園欝8躍の

講3§8璽。

3　実　施　時　幾

！鱒7年i樗～2月。

4　調　査　方　法

質翼紙法（アンケート講変／による。各幼稚園毎に
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調査舞垂紐／園長罵，クラス逡で壬購）を送付し，後蕪郵

送によ弩醸叡1した。園長繕については，蓬事長・麟

長・麗罐長・教頭・主懸のうちi名に麟答してもらっ

た。また，クラス拶任絹については，クラス挺妊をし

ている先生全員に態答してもらった。瞬鞭率は，蕪稿

に示した選考である。

表2　一斉の音楽放送の有無（％／

融あ送敏 放送なし　無醸答

立
立

公
私

2き．§毒

44．5§ 　
74．02　　i

灘．曇春

曇．98

5．撰

璽　結果と考察

薄　保育内容の重点

裟3　舞楽を鮫送する購閥幕（％〉

…登麟…髄拶ill二騰…験時瞬麟・そ蜷

公立 ei鴛器装i蟹Illl
墨5．δ§　　玉7。鋲

§．欝　　3§．3§

　まず最初に，保育内容の串で，懸で特1こ力を入れて

いる領域の集計結果を，表玉に示した。公立幼稚黙で

は，影待になし憾の繕答が最も多く，次いで野健康・運

蚕纏であった。それに対して，奪、立幼雛懸では，ゼ縫

凄・運動腰が最も多く，彰音楽ま．ヂその｛憩，撲衡の

顯であった。ヂその飽淫の内容については，公室では

「自然墜，ヂ羅外保育涯を挙げる鳩舎が多く，私立では

「宗教教育蓋が多かった．全鯵的にみて，私立幼稚瞬

では鑛の特色が購らかで，複数の領銭1こカを入れてい

ることが多いといえる。

　次に，知育（文字・漢字・数など）のための毒簸の

ワークブックの使編献滉については，公立で警．8％，私

立で23．醇毛が整零していた。公立と私立では，若干違

いが見られるが，今麟の講査では，ワークブックを綾

羅していない園が緩鋳的に多いという繧果であった。

表嘩　薦で蒋にカを入れている領域（％／

　　　　　　　　　　　　　　　　（複数麟答再1

　　麟　制　酔擁1製
公吏藤藤徳鰹死毒　
私立122．§7i4．86…3春．7§i25．68・35．1慈5．副28．§2

2　音　楽　活　動

　（欝妾　楽観

　園金棒での一斉の音楽歓送の嘗無については，表2

のような績果が得られた。公立では「なし」と答えた

獲の方が「あ瞬と答えた園よ弩も多いが，私立では

講者ほぼ半々である。公立と謬、立を箆べると，私立の

方が一斉の畜楽敬遠をしている園の割合が多いことが

わかる。

　次に音楽敦送をする蒔購帯については，表3のよう

な結果である。表中の数字は，羨の質問に軒あ弩」と

答えた園の数を獅として鐵した誕合である。公立と私

立を比較すると，差が見られるのは「片づけの舞割，

「登食時逢，紅降園時」の3項霞である。特に「片づけ

の鋳」の差は大きいと鍛える。

　次に放送をする麟の選択基準および貌名であるが，

これは自由記逓によって醤答してもらった。実鰹には

放送の時霧帯によって，選択基準は当然異なると予想

される。しかし今羅の調査では，時麗帯を複数縷吝し

た園の中で，鰹々の時翼帯1諌言応させて選蝦蟇豪を読

みとることが獲難な舞箒もあったので，全体的な分析

を行うことにした。

　震から挙げられた麟の選挨基準は，大きく3つに分

けることができる。iつは季簾に合わせるという基準

である。2つめはヂ幼児が羅しみやすく，楽しくなる

ような明るい蓑鰯という基準である。一…般に，幼羅に

適した，あるいは幼児炉好むと考えられる懸は．明る

く縫ズミカルで楽しい麟とされている。この基準で記

載された麟§も，幼児のための音楽という籠疇に入る

ものが多い。3つめは「落ち着いた雰懇気で幼楚の心

が安定し，／篶操豊かになるような霞韮という基準であ

る。この基準を記載した園の麟餐：には．一般1に名麟と

奮われるクラシックが多く含まれている。牢にはクラ

シックを一翼甲流すという獲もあったひ

　ここで薬練深いのは，2つめと3つめの基準とそれ

に対感ずる麟の選び方である。つま軽，2つめは幼児

が喜ぶ麟として幼甕のために作られた慈を選ぶのに対

して，3つめは幼髭に闘かせたい懸としてクラシック

を選ぶ傾麟がみられるのである。言い換えればこの2

つの基準詫ま，紡錘iの摂華寿Σらの基準と大人の｛難力蓋らの基

準とも養える。そして基準として記載された文章から

鱗慰すると，クラシックに封ずる音楽観は，「幼箆には

なごみがない涯が，「心の安定を1まかる墜ために闘かせ

て，ギ豊かな感性を育てる涯のに適した音楽ということ

になるだろう。

　ほとんどの露は，この2つの基準のうちのどちらか

一方をあげている。また，iつめの季籔の要素は，こ

の2つの基準とは異なるレベルの規準なので，「幼児の

蔑しみやすい劇を「季籔に感じて窪という具合に重

複して挙がるようにも患われるが，実擦には重複する

露の方が少なかった。

　保育考の音楽観1こついては，以下のような分析を得

った。まず最初に項欝反慈分析を行い．縫項議のう

ち，保育者の反応が著しく偏った項欝（鶴％以上が同

じ方講に撲癒した項難！を取纏会いた。その結果，項

馨①，⑦，⑪を趨捺した。次に，残季）のi圭項目につい

て購子分暫を行い，2遜子を紬鐵した（表講参舞翰。第

i霞子は，項嚢の②，③，⑭の負荷量が高く，「畜程・
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表4　音楽観の霞辛労藤織果

第i霞子 第2翼子

項嚢② 蓼．6§5欝

③ §．§董i鱒

⑭ G．5曇尋7

⑥ ○、塵3倉2蓬

⑧ ○．38逢36

⑫ 暮．37i至2 ○．2騒騒

⑳ §．23鱒6

⑤ G．7i252

⑨ 馨．62i33

⑬ 春．58暮23

④ ○．魂7576

リズムの積極的な指導を中心とした健来の音楽活動淫，

第2猿子は，項慕の⑤，⑨，⑬の負蕎量が高く，「子ど

もの興味を重視した音楽活動達であった。

　この遜子分析の結果に基づき，保育者各々の霞子得

点を求め，公立幼稚羅と私立幼稚園および，3確・

5歳の握任の違いが晃られるかどうかを検討した。公

立と私立の欝およびクラス（34・5歳／を独立変

数，匪子得点を従羅変数とした2要毯の分散分撰の結

果は，鎮下に示す遜むである。第i馨子の得点につい

ては，公立・私立の主勅祭，クラスの主効果および交

互馨罵は有意ではなく，違いは認められなかった。第

2霞子の得点については，公立・私立の空劫果のみが

5％水準で有意であった（F瓢．8§，β薫§．舵83／。公

立（巷．儒〉の方が私立（一§、§のよ鞭も得点が高く，

保蕎考が野子どもの興味を重視した音楽活動」を行お

うと考える顧肉がある。

　⑦教　材　観

　保育考の教材選撰の基準については，握任に欝靉靆

遜で醤答してもらった。ここで欝う教材とは懇々の楽

麟のみではなく，舞えば「楽器を作って音を懲す」よ

うな活動も含む。

　選穣基準について誕達された内容は，ゼ季籔・行事に

合った劇などの保育一般に麗わる基準から，隣るい

感じの麟達といった楽麟の懸想に関わるものまで多簸

にわたるが，次の5つに分類できる。

i　挙筋・行事などが要素となる基準

2　遊び・生活が要紫となる基準

3　幼児の発達・年齢などが要素となる基準

雌　幼発の興鎌・関心が要素となる基準

5　音楽的内容が要素となる基準

　iの「季簸，行事．時難に合った達という騒答はも

っとも多く，全体で総、§麗であった。公立と私立を駕

較すると，5歳では差はないが，嘘歳では公立毅．2

％，私立58．編，3歳では公立鎗．8％，私立翻．i％

で，若干私立の方が季籔・行事の要素を基準にする頓

向があった。2については，ゼ遊びに合った嵯．「生活に

手鱒7一肇2

難した」などの基準で，全体で7．6％あった。公立と私

立を髭駁すると，公立葺．3髄，私立2．§％で，公立の方

が遊び・生活の要素を基準にする保育者が多かった。

3は蓄年齢や発達段繕に合った窪，憂欝ちに合った雄，

r能力に合った」などで，全体で蔦．i％あ辱，公立私

立の差はほとんどない。

　蓬と5については記載された表現がさまざまで数的麺

遷が覆難であったため，睡答の多かったものを挙げるに

とどめる。4については，新興練のある窪，ゼ好きな涯，

「蔑しみやす》彗，蓑知っているま，ギ身近な藩，新イメー

ジしゃすい重．「幼難の要求に応じて」などが基準とし

て多く挙げられた。

　5については，懸想に騰わって「楽しい懸」，トナズ

ミカルな劇，薪隣るい麟まなどが多かったが，中には

「美しい麟涯．「椿緒的な蕪まなども見られた。これら

の基準は，繭達した一斉歓送の懸鐸選採で購いられた

選捉基準の言葉とほぼ一致している。リズムやメ饗デ

ィーに関わっては「歌いやすい沓程」，「繰む返しがあ

る」，ギ琴ズムにのれる涯，「リズムがと弩やすい淫，彰弾

きやすい籏単な饗ズム」，「リズム遊びができるよう

な謹などが多かった。特に「リズム遊びができるよう

な窪に代表される，幼発が体を動かせるということを

基準に挙げた懸答は3歳に多く晃られた。また歌詞に

麗わっては薪覚えやすい歌詞蓬，ヂイメージしゃすい歌

言遜，「心がなごむような歌詞」．ヂわか弩やすい歌言鱗

などが挙げられている。

　次に，子どもたちが好んだ音楽教材を5つ，その活

動内容とともに挙げてもらった。その結果，ほとんど

が麟名として露答されておむ，全体の麟馨数は，実に

膨大な数に及んだ。そこで今灘蔦歳箆についてのみ

分梅の対象とした。

　5歳難の握任が記載した教材は，懸馨として5弱麟，

題誘（蕃」トミックなど／として6つの誹灘7である。こ

の数字は保膏場面での教材が，まさに懸々の保畜者の

裁量に任されていることを表すものであろう。とすれ

ば，「子どもたちが好んだ音楽活動涯として挙げてもら

ったこれらの教材は，瞬時に保育者がどのようなジャ

ンルの麟を保奮に絹いているかという傾講を懸るため

の資料にもな辱得るだろう。

　表5は，蟹答のあった597をジャンルに分類し，その

割合を零したものである。麟欝の分類基準として考え

られるのは．まずテレビなどのマスメディアからの影

響の有無である。しかし｛呆育で篤いられる童謡・子ど

もの歌は，そのほとんどが一度はラジオ・テレビなど

のマスメディアによって知られるようになった麟であ

る。マスメディアが子どもの歌に与えた質醜変化を考

慮した．音楽的質による分類基準も考えられるべきで

はあるが，今騒は主として放綾時驚によって分類し

た。表中に「幼児織けテレビ諜として分類されている

のは選集放醗された幼鷺向け番縫やアニメ，ヒーロー
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表5　教材の分類

ジ　ヤ　ン　ル 露　数 ％

童謡・子どもの歌 錘ε 2墨．簿

幼児鶴けテレビ 89 鍵．綴

葬幼箆海けテレビ ii i、8蓬

保　　育　　教　　材 鱒 i5．銘

遊　　　び　　　歌 逢2 7．艇

フ孝一クダンス 8 玉．34

題　　　　　　　韓 6 豊．磁

不　　　　　　　聡 驚9 28．3至

そ　　　の　　　飽 3逢 5．7春

合　　　　誹 5解 婚倉．む倉

番総の中で流される慈である。次の「葬幼児海けテレ

ビ涯に含まれるのは，特に触発を意識して作られた麟

ではないが，テレビなどで航れる機会のある麟であ

る。マスメディアで広まったその飽の子どもの歌は

夢童謡・子どもの歌」に分類した。

　懸答には，マスメディアによって紹介されるこれら

の麹の鶴に，保育現場が紹介の損い手になる麟も挙げ

られている。これらの懸を「保膏教材達とギ遊び歌≦

に分類した。「保育教紡」には，レコード会社や教材会

縫が幼児のためのオ琴ジナルな教材として製造販売し

ている麟が含まれる。これらは運動会やおゆうぎ会な

ど，行事のためのダンス教材と謳われたものが多く，

ほとんどがはむめに違べたような．薮しい音楽観で作

られている。つま鞍，幼発が体：を動かしたくなるよう

な9ック講やディスコ講にアレンジされた膏薬であ

る。「遊び歌」には伝承のわらべうたや，保欝現場で伝

えられてきた手遊び歌が食まれる。「題材謹として分類

したのは，難名としてではなく活動として挙げられた

ものである。獄、とのような分類によると，はじめに述

べたr子どもの興味」を中心に据えた新しい音楽観を

反聾した麟が含まれるのは，「幼晃向けテレビ遥と野鎌

育教材」の蔀分になる。

　表5を覧ると，いちばん多く挙げられたのは「童

謡・子どもの歌」に分類された懸であることがわか

る。また，マスメディアの影響も少なからず受けてい

ると言える。毒藪のオ弓ジナル教韓について醤えば，

これは舞年新しいものが製造簸売されているのだが，

これらの教材も多く篤いられていることiがわかる。さ

らに，「幼箆淘けテレビ」と「保奮教説まを合わせると

ゼ童謡・子どもの歌藩を上麟琴，やは琴これらの懸を

幼児が好んでいる，あるいは好むと繰資者が考えてい

ることかわかる。

　次に公立私立それぞれについて，騒答の多かった上

盤欝醗をその活動内容とともに表6と表7に示した。

薦達したように全体の懸数が多いため，公立私立典に

擁立のゼキラキラ星」でも，それぞれの羅答者数のi

警野蚕という請合である。また活銚内容は重複毯答を含

表6　公立の上位臆麟
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表7　私立の上盤総懸
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んでお弩，実数である。（活動内容が不羇な翼答は，表

申の実数に食まれない。〉

　5キラキラ星謹は公立私立共に楽器で演奏する海容

の響答が多い。楽器は鍵盤ハーモニカや木琴などが§

立ち，メロディーを演奏する内容であることがわか

る。ヂドレミの歌達についても麟様の繧梅がみられた。

公立で挙げられた「セーラームーンコや鞭膿。ぎro擁

は，蔚達の分類ではマスメディアに影響された懸に含

まれるが，これは主に幼児が懸に合わせて麟く・騰る

といった活動内容になっている。

　次に新しい教材の探し方について7つの選捉駿を設け

て2つまで醒答してもらった。2つ鉱主選撰した籔答も

多かったがすべて有効とした。その結果はゼ保育雑誌

などの教材紹介で」59．3％，「露分でいろいろな麟を聴

いてみて」37．5％，騒蝦修で」彪．8％，「教材会社

のPRでj　g．4％，「書店で本をさがして」8、2％，軒仲

閥からのクチコミで窪3§．5％，軒その飽達嘆．曇％，無麟

答1灘．逢％であった。公立私立で大きな差はなかった。

　保奮者の多くは雑誌の教材紹介，蟹ケ補修，繰育者

属土の捲報交換などで自分の教材レパート蓼一を増や

していることがわかる。羨達した教材の藻分で毒簸の

保育教材が数多く挙がってきた害彗には，「教材会縫のP

Rで涯見つける保育者は少ないという結果であった。
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　③　指導の方法について

　クラスで一斉に歌うときの鐸奏をどのような楽器で

演奏するかについて，設定した選毅駿と嚢答結果は表

8に示した通りである（、

　結果はピアノを養駕している擬合が57．§％といちば

ん多かった。また，私立の方が公立に髭べてピアノと

墾答した欝合が若干多い。遂にオルガンの割合は公立

の方が私立を、しまわっている。ピアノとオルガンの懸

格の差を考えれば，これは設備の篤実の差として縫え

ることもできる。　しカ、し一一方で，移垂毒薄書麩なオルガン

び）方力聾呆膏1こで吏舞窪しやす秘義と㌧湿う穫極轟㌻な理密も＝予漫彗

される。デジタル楽器は約i麟程度．保育紅繕いられ

ている。

　はじめに達べたように歩幼莞との聡わ弩の点で問題

となるピアノに代わる楽器として，幼児のそばで演奏

しながら歌えるギターがしばしば推奨される。しかし

今暁の調査ではギターと睡答があったのは，私■鉱幼稚

醸のみで極めて少数である。Fその地盛には，カスタネ

ット，　タンノ欝タン，アニ｝一ディオン，ウクレレ，珍し

いものとしてはオカリナ，ビノレマ琴という響答がみら

れた。楽器伴奏はしないという麟答も§．8％みられる

が，これはピアノやオルガンと重複餓答しているもの

もあ琴，歌によっては伴奏をしないこともある保育者

を含んでいる（、

　次に搾奏する頻度については表登の逓鯵である。年

表8　激の指導に聡いる梓奏楽器（％1

公　堂　　私　立　　合　講

ビ　　　ア　　　ノ

オ　ル　ガ　　ン

エレク　トーン

電　子　楽　器

ギ　　　タ　　　一

｛享奏はしない

そ　　の　　簿

未　　記　　入

5至．4｛3　　　　66．〔｝5　　　　∈57．93

5墨．46　　　23、95　　3§．28

8．58　　　　　3、§暮　　　　　6．53

ii．3（）　　i2．63　　　ii．さ嚢

魯．（｝（）　　　i．32　　　0．§8

§．鱒　　　iO、7§　　　9．7§

2．93　　　　　4．4？　　　　　3、｛｝i

（｝．42　　　　　〔》．26　　　　　〔垂．35

表9　楽器梓奏の頻痩（％〉
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齢饗に見ると，どの年齢も「だいたい使駕するま保育

春がいちばん多いが，「必ず健稽する三鬱金は5歳がい

ちばん多い。そして3歳と4歳は，野ときたま綾繕す

るユ保欝者と「全く使濡しない」保書巻を合わせると

圭罰以上になる。幼晃の驚齢によって俸奏楽器の使い

方が変化することがわかる。

　音楽テープやCDの穫鱗状溌の結果については，表

蟻こ示した遜1りである。私立の方が公立よ1ラも旋零が

少な》確覆鶴がみられる。

　またどのような保育場嚢で沓楽テープや（〕Pを縫う

かという質闘には，次のような場藤が多く挙げられた。

これは，C碁などを「毎薩｛吏う」，ヂときどき｛吏う」と

した保育考に臨鐡配達で醤答してもらった。

　ダンス，体操，フォークダンス，表現遊び，オペレ

　ッタ，おゆうぎ，楽器を穫っての琴ズム遊びなど，

　保糞者が幼児と一緒に動く必要があるとき

・梓奏として

・紙芝居，絵本などの効果音として

　ゲーム，喜ナレー，なわとびなどの欝GMとして

　登霞時，餐宣後，片付けの時，降麟準備の鋳

　運動会，誕生会，おゆうぎ会，およびその練習

　欝密遊びの中で

　最後の白癡遊びの牢での使い方には，ゼごっこ遊びの

中での雰轟気づく瞬，「一斉で行ったダンスなどを踊

1）たいという要求が鐡たとき］．r好きな音楽をきくと

き」など幼箆の遊びの要求に鱒ごての使鶏，楽しい雰

露気を焦るための至3GMとしての使薦，新しく導入す

る歌をあらかじめ耳機れさせておくための綾羅などが

ある。

　金棒的にみて保育者のテープやCDの使罵場面は，

音楽活動そのものを行う場霞と，雰懸気づく琴のため

に縫う場面があることがわかる。

　離者はダンス，体操など保育者が幼児と一緒になっ

て動くことによって，繋ぎ方や教赫の楽しさを知らせ

るために繕いられる。「伴奏として≦という麟答も，一

緒1こなって歌うと考えれば，この中に含めることがで

きるであろう。表8のrその勉！の数字には入れなか

ったが，歌の捲導に購いる伴奏楽器への凝答として，

テープやCDを挙げた緑青考もいた。はじめに遽べた

ように，｛半奏楽器としてのピアノは，幼冤との関わ弩

の点や演奏力量の点で鰻饗を持つ。「伴奏として涯テー

プやCPを綾絹する｛呆育者1ま，こうした張雰をこれら

の機器で補おうとしていると言えるだろう。

　…方，雰霞気づく弩のために使う場面として多かっ

たのは，昼食時，降霜準備などである。白蜜遊びの場

醸でも，楽しい雰翼気を焦るために綾われている。場

面に応じて侮らかの雰翼気を演鐵するために縫うこの

ような使い方は，薦者の保育内容に直接纏わる場面で

のテープの使い方に対して，二次的な綾絹と言えるだ

ろう。騒答の中にはこの二次的な使屠場癒だけが書か
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れているものもあった。

　ダンスや体操は，§密遊びの中での懸舞舞たい」と

いう幼箆の要求に応じて，遊びの場でもテープが篤い

られている。運動会やお幽うぎ会などで行ったダンス

や体操についても露様のことが言える。行事が終わっ

た後，野遊びの中でお襲うぎ会でやったダンスを鍾むた

いと要求された時ゴにテープをかけるという羅答も目

についた。こうした醤答からは，一斉形態の保育や行

事で行った教舞が，幼晃の遊びの中に取辱込まれてい

る実態を読み取ることができる。これはテープやC　D

が保育に有零戦こ機能した結果と言えるだろう。つま

り，音楽を再現藩能にするテープという「鞠淫がある

ことによって．クラス全体でとむあげた音楽教材が，

鱗々の幼児の遊び道具にな昨得るということである

（それが必要になった幼晃の遊びの質についてはここ

では闘わな藩〉。

　そこで次の項では遊び道具としての鷺楽を，幼鷺が

どのくらい親密に扱える環境にあるかという視点か

ら，遊びの音楽環境を見ていきたい。

　（4）遊びの音楽藻鏡

　幼児が霧密に使えるテープレコーダー等の有無につ

いては，次のような結果が得られた。ドあ鰐と答えた

のは公立が87．縦，私立炉磐．9％である。rな雛と答

えたのは公立がi2．i％，私立が弱．5％である。無麟答

は公立G．8％，私立暮．5％であった。使矯頻度について

は，表墨iに尽した通舞の織果である。数字は「あ1擁

と答えた数を獅とした甥合である。

　嚢縫　幼艶のテープ等の使霧状溌（％〉

一を穫うことについてヂア．遊びにとって大蟹なの

で，ぜひ必要盛，「イ．音楽はむやみに流すべきではな

いので，子どもが白蜜に使うことには反対」，ギウ．テ

ープやレコーダーがなくても，露分で歌って遊べる子

どもに育てたいま，「エ．その飽涯の遵つの選撰駿を設

けて響蒼してもらった緩果である。

　表書2　幼艶のレ糞一ダ一儀i溺についての考え（％／

　　　　　　　　　　ニぴ公立τ砺「i．2惑5．86
　　ふi　　　　l
私　　iと　　　3（｝、G（｝　1　　工．8遵　　　2…5．7§

　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　ア ⊥三、鱗賂
2i．3進　　　　3、≡36

35．53　　7．63

　　　　　　　　　　　全体i§L8§　L詑嫉磁

公
私

2？．暮2　　5．36

懸㌶☆麟
　公立の方が私立よ1りも高い割合で，幼児が遊びの中

で衰懸にこうした機器を使える環境にあると言える。

また年齢による差は私立ではあまむ認められないが，

公立では5議が鈴．7％，珪歳が86．6％，3歳が鱒、！％

と，5歳がいちばん多い結果となっている。この差は

機器を使いこなせる年齢という意鎌と，遊びの内容の

年齢による差という意練の薦方を含んでいると思われ

る。幼莞の健絹頻凌をみると，ギ毎嚢使う蛋割合は公立

の方が高いが，ゼときどき使う」を含めると公立私立の

差1まほとんどない。テープレコーダーがある幼稚園で

は，幼児が積極的にそれを購いて遊んでいると言え

る。ただし前達したように，幼児の要求に感じて保育

考がCO等を使う保育場面の記遽もみられるので，幼

児灘のテープレコーダーがない場合も，保育者の努力

で難癖している園があることを推察できる。

　その一方でこうした機器について消極的な意見を示

す保薄着もある。表i2は幼児が衰灘にテープレコーダ

　エには，子どもが必要なら使わせてもよいという肯

定的な意莞と，子どもが要求すれば対応するという意

見が多く含まれる。否定的なものとしては，故瞳を懸

念した意見がほとんどである。公立私立で大きな差が

あるのは，アとウである。

　こうしてみると幼箆矯のテープレコーダーの有無

は，必ずしも設備の差としてのみとらえることはでき

ない。環境として整えるか否かは，幼児の遊びがそれ

らを必要とするような内容かどうかという遊びの中身

の開題とも連動していると誘える。

　撮脊者がテープやC更）を使う場嚢での記載の申にあ

るr遊びの中で幼鷺に要求される場譲嚢には，次のよ

うなものがあった。ヂ鍾琴たいという要求が畠たと

き」，野戦いごっこのB（｝麓としてま，「好きな音楽を聴

く時ま．「麟やペープサートで遊ぶ時涯などであるG

　藏にテープがあることによって，妨箆が鷺楽教材を

自らの遊び遊具にできることについて運べたが，遊び

にテープが必要ない場合について，次の2つのことが

考えられる。iつは，一斉で行った音楽教材を遊びに

取零込むことを，幼羅が選釈しない場合である。ここ

では教材の内容が驚題善こなる。幼児の興味をひかない

教材であった辱，幼発のやっている遊びとの接点かな

い教材であれば，遊びの中に取善込むことはできな

い。この場合には．一斉での音楽活動と遊びとの関連

はなくなってしまう。もう！つは，そもそも幼冤の遊

びが上連のような内容を含んでいない場合である。こ

の場合，飽の遊びとして幼児がどのような音楽活嚢を

谷っているのか，あるいは遊びの串に音楽活動はない

のかなどについては，今麟の調査では明らかにできな

かった。

　難　ま　　と　　め

　本穰の§釣は，福島漿の幼稚園の稼育内容の実態を

探ることであった。保育内容を，園として力点が羅か

れている内容と音楽活動に限定し，園や保畜者の音楽

観，教材観，捲導法，音楽環境について調査した鋳巣

以下のようなことが聡らかになった。

　まず，欝による保育内容の力点の置き方は，公立幼
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稚欝と私立幼稚園で差があった。公立は特灘穂かに力

点を置く瞬が少ないのに鱈して，私立の方は複数の領

蟻に力を入れて，園の薄色を離そうとしている事がう

かがえた。

　次に音楽観については次のようなことが考察でき

た。園全体で使離する音楽の傾海は，子どもための音

楽かクラシックのどちらか一方である騰が多かった。

そして子どものための音楽は紅幼晃が蔑しみやすく．

楽しくなるような鵜るい劇であると考えられ，クラ

シックはヂ幼晃の心を安定させ，情譲豊かにする劇

と考えられている。一般的に音楽は椿操を蓬かにする

とされているが，今響の講変によると，クラシックが

その録象となる音楽として考えられている。

　操欝者の音楽観1ま，私立に競べて公立の綴膏者の方

炉「子どもの興練を重視した音楽活動3を行おうと考

える顛購がやや傷いという絃果が得られ．た。

　教材観については，全捧の単数近い保育者が教材選

択の基準として季簾・行事を挙げていた。教材醜とし

ては，逐年の纒講である体の轟きをさそうような齢が

多く保膏に取馨入れられている。讐に3歳箆の場合

は，体を勧かせる懸であることが，選撰の基準となっ

ていた。

　こうした繧陶は，新しい音楽観のもと毒こ，幼箆矯の

音楽教材が豊富に作られたことによって生まれたと考

えられる。このような教耕を積極的に取辱入れること

は，保鳶1こあたって子どもの興陳を重摂しているとも

考えられるのだが，一方では，簸単な鐙をメロディー

楽器で演奏するような活勇も，子どもが好きな活動で

あると考えられている。

　蔚達した子どもの歌とクラシックの春楽観にも見ら

れるのだか，保育者の沓楽婚導に対する姿勢はr子ど

もの興練」とゼ大人炉伝えたいこと」の醐をゆれ動い

ているように患われる。つま辱，一方で子どもが興嫌

を持つマスメディアの麟や灘ック調，ディスコ講の保

育教材を贋継て患いき弩体を勇かす活動を行い．もう

一方でそれらの懸とは接点の晃い患せない藤を用塾て

楽器演奏の技能を身につけさせた辱，クラシックを聴

かせた辱しているわけである。

　次に捲導の方法としてのピアノの綾絹についてであ

るが，幼児の年齢に応じた使い方の工夫を見ることが

できるものの，保育現場ではこの楽器への依存率は高

い。ただし，これは教材の穫彗に原羅があるとも考えら

れる。幼稚園で歌われる子どもの歌は，無梓奏で歌う

には適さない歌の方が厘溺的に多い。そうした麟を教

材とする醸鯵，ピアノ伴奏への要求は滅らないであろ

う。

　ピアノに代わるものとして，テープやC　Dを篤いる

保膏者も見られた。その弛にテープやC　Dは，主に動

きの活勧に繕いられている。また，テープやC至）を驚

いて青った一斉形態での音楽活動を，幼児が遊びの中

鷺97一12

に取む込んでいる実態を見ることができた。これはテ

ープがあることによって，一斉形態での音楽活動を遊

びの中で繰彗題すことができるようになるためだと考

えられる。一斉形態での指導が，幼晃の遊びを深める

ために，遊びのイメージを持たせた辱，遊びの糧にな

るような教材を伝えた吟，遊びに必要な技能を身につ

けるための場としてあるとすれば，テープは一斉形態

での』轟楽活嚢と遊びを結びイ寸けるのに有効な媒介i梅と

なるであろう。

　幼発が自浅に縫えるテープレコーダーを備えている

のは．公立の方が私立よ鞭も多い。テープレコーダー

を備えている幼稚灘では，幼晃は積極的にそれを使っ

て遊んでいることがわかった。しかし，幼箆罵のテー

プレコーダーを遊びに必要と考える保育者は，公立の

方が私立よ辱も多く，私立にはテープ炉なくても遊べ

る子どもに育てたいと考える探書者が多かった。幼箆

綴のテープレコーダーを環境として整えるか否かは，

幼箆の遊びの内容がそれを必要とするものかどうかと

いう問題と連動している。

　今醤の講査では遊びの串の音楽活嚢の実態を知るた

めに，幼羅馬のテープレコーダーを切鯵讐として講査

したが，遊びの海容や質の翼題にまで驚み込んで考察

することはできなかった。今後，遊びの牢で幼箆が行

う音楽活麩の内容や，一斉形態での音楽活動と幼晃の

遊びの関連について，さらに検討すべきであろう。

　　　　　　　　　　駐）

i）大憲　勇雄嚢豊「保育指導の「糞舞露盤達と保膏形態の選探
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